
 

 震災直後は泥かき、清掃作業から始まった石巻での活動は、時

間の経過とともに、被災者（仮設住宅住居者など）の心身のケアと

コミュニティ再生、そして子ども達の居場所づくり（教育支援・遊び

場づくり）へと推移していきました。また、今ではボランティアが中心

に担ってきた支援活動を、地元の住民の手にシフトさせ、被災地の

自立とリーダーシップをサポートする動きも見られるようになりまし

た。 

 今回、このように中学生がボランティアとしてプログラムに参加し

てくれたことは、被災地の青少年リーダーシップ育成という新たな

一歩でした。また、クリスマス会以外にも、12 月のプログラムには、

石巻・仙台の大学生をはじめとする青年たちがリーダーとして活動

に参加してくれました。青年ボランティアは、単なるお手伝いさんで

はなく、彼ら自身がボランティア活動を通して成長する存在です。

青少年をエンパワーメントする場の YMCA として、今後、より多くの

地元の青少年と共に YMCA 活動を行えるよう、励んでいきたいと

思います。 
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 石巻支援センターでは、12 月 22 日(土)に、子どもクリスマス

会を行いました。センター近隣の児童・園児 30 名ほどが参加、

ゲーム大会やケーキ作りを行い、共にクリスマスをお祝いしま

した。 

 クリスマス会では２つの嬉しいことがありました。１つは夏休

みの学習支援やプールプログラムに参加してくれた児童が多く

来てくれたことです。一緒に遊んだリーダーに会うのを楽しみ

にしていたようで、「今日は○○リーダーはいないの？」という

声があちらこちらで聞こえました。この夏休みは近隣の小学校

で 20 名以上の学生がボランティアを行いました。リーダーと子

どもたちが「また会えたね」と再会できる機会を近いうちに作り

たいものです。 

 ２つ目は、この夏休みに行われたテイラー基金青少年国際

交流プログラムに参加してくれた市内の中学生たちがリーダー

として参加してくれたことです。今回が初めてのボランティア活

動参加というリーダーもいましたが、それぞれが積極的に楽し

みながらプログラムを担ってくれたのは、とても喜ばしいことで

した。 
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上：集合写真	 

下：オリジナルの手作りケーキを手に、ハイチーズ	 

中学生のお姉さん	 と一緒にビーズアクセサリー作り	 

 
石巻支援センターで	 

地元の子どもクリスマス会	 


